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第四地区住民自治協議会広報誌         ２０２４年１０月（第７０号）

 

✰第四地区は「諏訪町」「西後町」「県町」「南県町」「妻科」「新田町」の６町で構成されています✰

世帯数／令和５年度世帯数調査による

人 口／長野市企画課統計資料による

発 行     ２０２４年（令和６年）１０月１日

発 行 責 任 者   長野市権堂町２２０１-２０ 権堂イーストプラザ ND１階

第四地区住民自治協議会会長
                電 話 ０２６-２６２-１３６５

印 刷 有限会社 長野プリントサービス

発 行 部 数  １，７５３部

20２４.９.1現在 第四地区現況 （ ）前年比
世帯数／2,３７５戸（10０.０％） ±０
人 口／２，６６６人（９８．０％） -５４人

スポーツ活動支援金「和（輪）のまちだより」は創刊７０号を迎えました

参りました。しかしながら残念なことに皆さまへの
浸透度はまだまだ極めて低いと言わざるを得ず、
どうしたら皆さまに読んで頂けるかを模索し続け、
苦心しております。
第四地区住民自治協議会とは何をしている所
で、何が皆さまのお役に立っているかを、分かり易
くお伝えできるように、紙面造りに励んでいます。
今後も「和（輪）のまちだより」で、第四地区のこと
を皆さまに広く知って頂けるよう、無い知恵を絞っ
て参ります。
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住民自治協議会が発足から３年目を迎え

た春。新しく二色刷りとなった今号の一面

は後後町町小小学学校校ののソソメメイイヨヨシシノノです。

今年の春も後町小学校グラウンドのソメ

イヨシノが美しく咲き誇りました。さっそ

く満開の桜を撮りに出かけていってみまし

た。写真はモノクロですが、美しさが伝わ

りますでしょうか。

ちょうど後町子どもプラザの子供たちが

外遊びをしていました。

今年度いっぱいで閉校になってしまうけ

れど、このグラウンドでいっぱい遊んで思

い出をたくさんつくろうね。 

✤✤第第四四地地区区ととはは 

諏訪町、西後町、県町、南県町、妻科、

新田町の６町で構成されています。

✤✤住住民民自自治治協協議議会会ととはは 

長野市が取り組んでいる都都市市内内分分権権

政策の受け皿として、長野市 32地区

に設置された組織です。

✤✤住住民民自自治治ととはは 

「自分たちの地区は自分たちでこう

していく」と決めていくことです。

✤✤でではは、、都都市市内内分分権権ととはは 

ここちちららははままたたのの機機会会にに書書ききたたいいとと思思

いいまますす。。
６６月月２２日日（（土土））はは 

後後町町小小学学校校のの運運動動会会でですす。。

校庭南側のヒマラヤ杉と大銀杏
かつてはこの手前にのぼり棒と
うんていがありました。

編集・発行  第四地区住民自治協議会・総務部会

印 刷  有限会社 長野プリントサービス

第第四四地地区区はは 諏諏訪訪町町、、西西後後町町、、県県町町、、南南県県町町、、妻妻科科、、新新田田町町 のの６６町町構構成成でですす

百年(ももとせ)の石と正面玄関
重さ 25 トンの石の下には、当時
の全校児童が願い事を書いた小石

蒸気機関車Ｄ５１

プール南の神泉の石
校内一のパワースポット！

←←写写真真左左 長野県の池：真ん中の噴水が諏訪湖です
並んで長野市の池もあります。長野市の形は変わりましたね

校庭西側のタイヤ跳びと藤棚
藤の季節の写真でなくて残念

第第四四地地区区住住民民自自治治協協議議会会広広報報誌誌 第第 2200号号          平平成成 2255年年３３月月１１日日発発行行 

校庭南西の土俵とソメイヨシノ

足洗い場と昇降口
はだし生活ならではの風景

屋上にプラネタリウム跡が残る校舎

校旗のポールと体操台と体育館

体育館東のあじさい通り

↑↑写写真真上上
大小２つの
プールが
ある学校は
めずらしい。
近隣では
後町と山王

体育館南側から校庭へ
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第四地区 住民の皆様へ
第四地区住民自治協議会長 青木 茂

発 行 日  平 成 2７ 年 ３ 月 ２ ０ 日

編集・発行 第四地区住民自治協議会・総務部会
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✤第第四四地地区区はは 諏諏訪訪町町、、西西後後町町、、県県町町、、南南県県町町、、妻妻科科、、新新田田町町 のの６６町町でで構成されています✤

和和((輪輪))ののままちちだだよよりり 

日増しに暖かさを増し、春めいてまいりました。第四地区の住民の皆様におかれましては、住民

自治協議会の活動につきまして、平素より深いご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

第四地区住民自治協議会は設立から５年が経過しました。いま第四地区では少子高齢化の進展や

役員の担い手不足などの課題が生じています。そこで第四地区住民自治協議会の活動が６年目を迎

える平成２７年度に向けて、これらの課題を率直にうけとめた上で、今後も持続可能な組織として

活動していくために、現行部会のあり方を見直し、活動内容、担い手の確保方法、各町との連携や

役割分担などについて見直しを行い、新しい体制をつくることにしました。先日、役員会で組織改

編案が無事に承認されました。来年度の総会で議案提出する運びとなっております。

来年度以降、新しい組織体制が機能していくためには、各町自治会との一体性が不可欠です。自

治会にはそれぞれの事情があるかと思いますが、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

第第四四地地区区 住住民民自自治治協協議議会会 組組織織改改編編ににつついいて

 
茂

住民の皆様におかれましては、住民

につきまして、平素より深いご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

は少子高齢化の進展や

自治協議会の活動が６年目を迎

て

第第四四地地区区住住民民自自治治協協議議会会ととはは？？ 

自分たちの地域を自分たちでつくっていくために設置された組織です。

諏訪町、西後町、県町、南県町、妻科、新田町の６町で構成されています。

各町自治会は住民自治協議会の基礎となる組織です。活動には皆様のご協力が不可欠です。

第第四四地地区区住住民民自自治治協協議議会会っってて何何ををややっってていいるるのの 

主に長野市から依頼されている事務を行っています。それ以外に

①① 各各町町がが共共通通ししてて困困っってていいるるこことと 

②② 第第四四地地区区全全体体でで取取りり組組んんだだ方方がが効効果果的的、、効効率率的的ななこことと

などについて事業として行っています。例えばこの５年間の活動でいえば

「「ススポポーーツツ大大会会」」や「「高高齢齢者者のの方方のの交交流流会会（（いいききいいきき交交流流会会））」」などの行事が

該当します。また旧後町小学校の跡地に関する要望も第四地区として行ってきました。

これらの行事は、各町単位で実施することは規模的に難しい面があります。また長野市への要望

などは第四地区全体で取り組んだ方が効果的です。高齢化が進展する中、各町単位で事業を行って

いくことは、今後ますます困難な面も出てくるかと思います。地地区区内内でで連連携携ししてていいくく必必要要性性がが増増しし

ててききてていいまますす。。

↑↑写写真真上上 
いいききいいきき交交流流会会 
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☆第四地区は「諏訪町」「西後町」「県町」「南県町」「妻科」「新田町」の６町で構成されています☆
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写真左上／評議委員会で熱心な議論 写真右上／冒頭であいさつする横田会長 写真左／新年度役員の顔ぶれ
（左から）横田会長（西後町区長）、宮﨑副会長（妻科区長）青木副会長（新田町区長）、仁科総務部会（南県町区
長）、小林総務部会（県町区長）、二本松総務部会（諏訪町区長）、佐藤安全部会長（県町副区長）、井田環境部会
長（南県町副区長）、小林健康福祉部会長（西後町区長代理）

第四地区住民自治協議会広報誌                第４０号
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和和((輪輪))ののままちちだだよよりり 

第第四四地地区区 防防災災訓訓練練実実施施（（1100月月 1166日日）） 
 

10月 16日（日）にひまわり公園で第四地区

防災訓練が行われました。

AED の取扱い訓練、煙道体験、消火器取扱い

などの訓練を行い、災害用非常食の試食を行いま

した。96名の参加がありました。

左の写真はAED取扱い訓練の様子です。

AEDの設置場所は増えているのだそうです。

AAEEDD をを取取りり扱扱ううここととががででききるる人人がが増増ええれればば、、よよ

りり多多くくのの人人命命をを救救ううここととががででききまますす。。 

いざ！という時に“まよいなく”そして“落ち着いて”使う

ことができるかと言われたら、自信のない方が多いのではない

でしょうか。そのためにも一年に一度の訓練で AED や消火器

に実際に触れて扱うことは、大切なのだと思います。

また、今回は初めての試みとして、災害用非常食の試食を行

いました。お湯を注ぐだけで簡単にできることと、その美味し

さに驚きました。皆さんからも「おいしい」と大変好評でした。

右の写真は消火器取扱い訓練の様子です。

赤いコーンめがけて水を噴射します。

消消火火器器をを取取りり扱扱ううここととががででききるる人人がが増増ええれれ

ばば、、火火事事をを初初期期消消火火でで防防ぐぐここととががででききまますす。。 

AED も消火器も教わって扱ってみると、

難しくはないのです。ただどちらの機器も

訓練以外で実際に使ったことのある人は少

ないと思います。（少ない方がいいに決まっ

ていますが）

左／平成２１年３月３１日発行 創刊号

上左／平成２４年６月１日発行 １６号

上中／平成２５年３月１日発行 ２０号

上右／平成２７年３月２０日発行 ３０号

下右／平成２９年１月１日 発行４０号

下左／平成３１年４月１日 発行５０号

第四地区の広報誌の「和（輪）のまちだより」は今から１５
年前の平成２１年３月３１日発行の創刊号から数えて７０
号という区切りを迎えました。
創刊後しばらくはカラーでお送りしましたが、その後何年
間にわたっては予算削減のために２色刷りとしました。しか
し、少しでも皆さまの目に止まって読んで頂きたいと考え、
令和元年１０月号の５１号以降の全号は、カラー印刷と
し、なるべく写真を多用するなど、認知度の向上に努めて
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 令和６年度の「スポーツ活動支援金」、「環境美化事業支援金」の交付を希望する団体の申請の受け付

けを開始します。 

下記要綱をご覧になり、条件が合致し、申請を希望する団体は、次ページの申請書をキリトリに沿っ

て切り取り、必要事項を記入したうえで、令和６年１０月３１日（必着）迄に第四地区住民自治協議会事

務局宛提出して下さい。 

お問い合わせ・申込用紙提出先／第四地区住民自治協議会事務局 

〒380-０８３３ 長野市権堂町 2201-20 権堂イーストプラザＮＤ１階 

℡・Ｆａｘ ２６２－１３６５（月～金 １１：００～１５：００） 

申請用紙は郵送又は持参で提出して下さい。持参の場合は持参日前日までにご連絡下さい。 

第四地区環境美化事業、スポーツ活動支援金交付要綱（概略） 

１． この活動支援金は、第四地区内において環境美化に関わる活動又はスポーツ活動をする団体を支援するこ

とにより、地区内住民の環境美化に対する意識の高揚及びスポーツ活動によって地区内住民の交流が促

進されることを目的とします。 

２． 支援金の交付の対象となる団体は、つぎの各号の全てに該当するものです。 

(1) 第四地区内に活動拠点を置き、環境美化事業、スポーツ活動を令和５年１０月１日から令和６年９月３０日 

までの１２か月の間に、４回以上実施した実績がある団体。環境美化事業活動には春秋の「ゴミゼロ運動」 

の事業は含みません。  

(2) 団体の所属員の過半数以上が第四地区に居住する住民であること。  

(3) 自主的な運営が行われている団体であること。  

３． 支援金の交付の対象となる事業は、次の各号の全てに該当するもの。 

(1) 当該団体の活動に直接関わるものであること。  

(2) 当該団体活動以外の事業に関わる物品等の購入に充てるものではないこと。  

(3) 団体に所属する特定の個人、又は法人等の便宜につながるもではないこと。 

４． 支援金は１年間に事業を４回及び５回実施した時の１０,０００円を基礎支援金とし、１年間に６回以上事業を 

実施した時は、団体構成員中の第四地区住民数に５００円を乗じた額を基礎支援金に加算します。ただし、加 

算支援金は１０，０００円を上限とします。 

５． 交付対象団体の申請受付後、第四地区環境及び健康福祉部会において交付の可否を決定し、当該団体の長

に１１月上旬に連絡します。 

令和６年度 

スポーツ活動・環境美化活動支援金交付申請受付開始 

キ
　
リ
　
ト
　
リ

トレーニング後は
天然温泉で
リフレッシュ

限定プラン60歳以
上

何歳からでも、運動習慣を身につけて健康なカラダを手に入れられる！

好評受付中！
平
日
限
定

お問い合わせはコチラまで 11:00~17:00【電話受付】平日

プラン詳細はお問い合わせください！月額 円～8,800

人気の
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令和６年  月  日 

第四地区住民自治協議会 会長 様 

 

                       住所（所在地） 

                               団 体 名 

                           代表者氏名                                ㊞ 

                           連絡先（電話） 

 

 

 

つぎの事業について[ 環境美化事業支援金 スポーツ活動支援金 ]を利用

したいので、支援金を交付してください。 

 

 

記 

 

 

１   実施した事業（令和５年１０月１日～令和６年９月３０日の間に環境美化又はスポーツ 

活動を団体で４回以上実施した事業）の内容 

（記入例：「マレットゴルフ」、「ソフトバレー」、「公園花壇整備」等の事業名） 

 

                                                       

 

２  活動拠点の所在地（毎回異なる場所で活動する場合は代表的な場所の所在地） 

 

 

 

３  団体構成員        名のうち第四地区住民        名 

（団体構成員の過半数が第四地区居住者であることが必須です） ※ 名簿添付 

 

 

４  関係書類（添付） 

     (1) 実績報告書 （記入事項：実施期日、開催場所、参加人員） 

     (2) 団体構成員名簿 （構成員全員の氏名、居住する町名が明記されたもの） 

（↑該当するものを丸で囲んで下さい） 

事業名 

活動拠点所在地 

キ
　
リ
　
ト
　
リ
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第四地区合同防災訓練 

の実施日が  
変更後実施日時  １０月１９日（土） ９：３０ 

８月下旬にお配りしたチラシには「１０月５日」と記載しましたが、「１０月１９
日」に変更となりました。 ご迷惑をお掛け致しまして申し訳ございません。 

場  所  西後町「後町ホール」とその周辺 
 毎年恒例の第四地区６町合同の防災訓練を開催します。訓練は繰り返すことによって、い
ざという時にとっさの行動がとれると言われています。我が身を守るために、ご家族、ご近
所お誘いあわせの上、大勢の方の参加をお待ちしています。参加頂いた方にはお土産を用意
しています。 

ご高齢の皆さまお待たせしました 

今年も“いきいき交流会” 

を開催します 

日  時  １０月２２日（火） １０：３０ 
場  所  県町「犀北館ホテル」 歌と昼食の会 

参加資格  第四地区にお住いの７５歳以上の方で事前にお申し込みをした方 

参 加 費  おひとり様 ５００円 

各町の担当民生委員が対象の方にチラシをお配りし、参加を受け付け中です。まだお申し

込みになってない方はお早めにお申し込み下さい。 


